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１．はじめに
本研究は下記の研究１）時に収集した資料の中で、内
部に技巧を最も施した資料と素材を生かしてあまり内
部細工していない両極端の資料を１点ずつ選んだ。前
報に技巧を凝らしたバレンシアガの資料（資料W）
を調査したため、今回は素材を生かした資料として
シャネルの資料（資料C）を調査することとした。
今回の資料を収集した研究は、平成２３～２５年度私立
大学戦略的研究基盤形成支援事業に採択され、
「ファッション創造における芸術的技法の解析研
究」１）を北折他５名で行った。この研究は、オートク
チュールからプレタポルテへの変換期に行われた技法
の分析、調査研究を行い、その調査結果を基に分析例
集を作成することを目的とした。
現在のファッションは、１９５０年代から１９６０年代にか
けてのオートクチュール（高級婦人服）の創造を基盤
として成立してきた。そのオートクチュールから量産
化するプレタポルテ（高級既製服）への変換技術を探っ
たのが、上記の研究である。この研究にあたり、１９５０
年代から１９６０年代に活躍したオートクチュールのメゾ
ンで、現在でもプレタポルテ製品のジャケットが調査
対象となり得る５社を選んで調査した。ジャケットの
調査は素材、表生地パターン、縫製にわたり、デジタ
ルマイクロスコープ、ⅹ線、メジャーや定規による計
測、目視で行われた。また、この研究では非破壊を研
究ポリシーとしたが、その後の展示に耐えうるよう一
部の裏生地を解き、内部の縫製を調査した。研究報告
書は３００ページを超えるものとなり、当初予定の技法
分析例集を完成させることができた。しかし時間的制
約もあり、生地による実際の組み立て調査までには至
らなかったため、パターン及び縫製においてなぜその
ような処理を必要としたかの結論を出すには不十分で
あった。そこで、今回シャネルによる１９６０年制作の
オートクチュールジャケットをさらに詳細に調べ、実
布で試作を行うことでパターンや縫製のさらに踏み込
んだ調査を行い、技術の解析を行った。
なお、シャネルのメゾンや本資料の調査について
は、報告書に記載があるため、省略した。
２．調査方法
上記の研究と同様、「現代衣裳の原点を探る－ウォ
ルト作品の復元－」２）の調査と同じ方法で行った。パ
ターンについてはポリエステル６０番糸を用い、地の目
に沿って方眼状に糸を通し、碁盤の目状態にパターン
をとり、作図を行った。また、その作図を基にレーヨ
ン紙に写し、生地に負担をかけないようシルクピンで
最小限に止めて確認した。先の研究では上前となる右
身頃の表生地のみのパターン取りであったが、オート
クチュールという性格上、顧客に合わせて左右差を付
けていることを考慮し、左右のパターン、および裏生
地なども全て調査対象とした。試作用綿布を使用し、
何度か両身頃の試作を繰り返し、パターンを決定し
た。縫製に関しては先の研究結果を基に実際の資料を
再度確認調査しながら組立縫製作業を行った。
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図１．後ろ身頃と衿
３．使用素材について
本研究は複製品を作るのではなく、製作過程の縫製
の意味について調査することを研究目的とした。そこ
で資料の生地はウール１００％のツイード生地であった
が、同じ素材は手に入らなかったため試作では、同じ
ツイードで綿３１％、レーヨン１２％、ナイロン１３％、ポ
リエステル４４％の素材を使用した。但し、オリジナル
のチェック柄が５cm正方であった為、試作布も５cm
正方のツイードにこだわり、柄合わせを同じように出
来るようにした。裏生地は資料と同じサテン地のシル
ク１００％を使用した。打ち合い先のスプリングホック
はオリジナルと同様の直径７mmのものを用意でき
た。袖口開きボタンはオリジナルと同じ直径２１mmが
なかったため、２０mmで形状が似たものを使用した。
ジャケットの裾についている喜平の鎖も１９mmのもの
が手に入らず１７mmのものを使用した。肩パッドは使
用されていなかった。綿芯のバイアステープも綿
１００％と同じ素材で出来る限り似た厚さや手触りのも
のを探して使用した。また、トリミングの先のモール
糸はウール１００％のものが見つからず似たような風合
いのモール糸、ポリエステル１００％のものを使用した。
４．パターン調査結果と解析
４－１ 後ろ身頃と衿
オートクチュールという顧客に合わせたパターンと
いうことで、当然左右差が生じるが、方眼状のツイー
ドという生地の特性を生かし両身頃のパターン取りを
行った。パターン上では滑らかでない線もツイード特
有の生地を動かし変形させることで、ラインがなめら
かに縫製されている。今回は裏生地が表生地に縫いと
められているため、裏生地を別にパターン取りをする
のではなく表生地との比較で寸法を取った。
資料で見たところ、裏生地のパターンというものが
存在せず、表生地に合わせて地の目だけを揃え、多め
に裁断して表生地に沿わせている。そこで、裏生地の
パターンは一応作り、軽くしるしを付けたが、実際縫
製する際には地の目を合わせ多めに付けた縫い代で表
生地の縫製に合わせて最終縫い代を縫い合わせるとき
に切りそろえながら始末した。
身頃、袖ともにトリミングを付けた長さまで裏生地
が延長して付いていた。
トリミングの布地は前身頃先から裾まで一周つなげ
て裁断し、角でダーツを取ることで身頃に沿わせてい
る。
衿は表裏をわ裁ちで裁断し、裏側は地の目を変え、
後ろ中心で接ぎを入れた台衿を付けて仕立てられてい
る。
４－２ 前身頃とポケット
胸のふくらみは裏生地がダーツで縫われていても、
表生地はいせ込んで始末されている。これはイタリア
でもオートクチュールではよく使用される方法でお化
けダーツなどと言われ、表面的には何も処理されてい
ないように見えるが、実際にはいせ込んでアイロン処
理をすることにより、立体的なシルエットを作ってい
る。表生地をアイロン処理などで変形させてから、裏
図２．前身頃とポケット
－ 17 －
図３．袖
図４．表布裁断
図５．しるし付け
図６．上は入れる前、下は紺のモール糸を淵に入れたもの。
図７．上：オリジナル 中：２本取り 下：１本取りのステッチ
生地で動きを抑えて立体の形状を保っていることがわ
かった。
ポケットのトリミングはカーブに沿うようにダーツ
を取り、なおかついせ込みながら付けている。
４－３ 袖
袖はツイードの特性を生かし、伸縮せずに縫い合わ
せてから、裏生地で後ろ袖の袖口開きの上でダーツを
取り、その形状になるように表生地はアイロン処理を
行い前側の袖に沿わせ、前振りの袖形状を作ってい
る。
トリミングは他と同様に角でダーツを取り、形に添
わせている。
５．縫製試作による解析
５－１ 裁断としるし付け
表生地のツイードがほどけやすく、形状が保ちにく
いため、長方形で裁断し、縫い代無しの型紙をのせ、
裏地裏打ちの妨げにならないように表側に長く、裏側
に少なくすくって、しろも１本取りで通ししるしを入
れる。しるしの入れ方で表生地がわからなくならない
ようにする効果もあると思われる。
５－２ トリミング
オリジナルのトリミングは表生地の耳を使用してい
るが、今回使用した生地は耳がフリンジ状になってい
るため使用できなかった。また、オリジナルより少し
薄手であったため、たて地をわ裁ちに使用してトリミ
ングを作成した。
わの先にオリジナルと同様に紺のモール糸を１本取
りで縫い入れた。これにより縁がはっきりする。白い
モールによるスカラップステッチは縫い合わせてから
行う。
オリジナルはスカラップステッチ糸が１本取りで
あったが、同じ太さのものが探せず、１本と２本で試
し、似た見た目になる２本取りを採用することとした。
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図８．多い縫い代は裁断する
図９．表裏生地合わせ
図１０．表裏生地を合わせてしつけ
図１１．ステッチで表生地と裏生地の縫い合わせ
図１２．ミシンの糸始末
図１３．前身頃表生地の
胸いせ込み
図１４．前身頃裏生地のダーツ
５－３ 身頃縫い合わせ
裏地と合わせてステッチを入れる前に後ろ中心だけ
は表生地同士縫い代先まで、裏生地は後ろ中心わ裁ち
の縫い代１．５cmで裾から３１cm上までミシンで縫って
から、右身頃側に片返して表裏生地を合わせる。
ミシンで縫い合わせた後ろ中心の表生地は余分な縫
い代を切り揃えて、アイロンで割る。
裏生地も長方形のままで、表生地と地の目を合わせ
て置き、後ろ中心がずれないように、しろも１本取
り、ななめじつけで止める。
裏生地をステッチで縫いとめる位置に型紙を乗せて
確認し、表生地の地の目に沿ってしろも１本取りでな
なめじつけで止める。
表の地の目に沿ってパターンの寸法でミシンステッ
チを入れ、表生地と裏生地を合わせる。（３cmに９針）
ミシンの糸は返し針ではなく、全て中側で結び止め
ている。
前身頃の胸の立体は、表生地はいせ込みをして裏生
地をあて、ミシン糸１本取りななめじつけで戻らない
ように止めつける。
裏生地はアームホールダーツで処理してから表裏生
地を合わせ、ステッチを入れる。
前身頃中心ピース衿ぐりにバイアステープ（２．５cm
幅）をしるしが中心になるように乗せ、ミシン糸１本
取りで並縫いで止める。
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図１５．前身頃衿ぐりのテープ 図１６．オリジナルのテープ
図１７．綿のバイアステープ
入れ
図１８．バイアステープ千鳥
がけ
図１９．オリジナルバイアステープ千鳥がけ
図２０．前身頃打ち合い先のバイアステープとトリミング
図２１．前身頃打ち合い先のトリミングの角（表側）
図２３．オリジナルの肩
バイアステープ
図２２．前肩線のバイアステープ
図２４．表生地肩線縫い合わせ 図２５．裏生地肩線縫い代始末
表生地と裏生地の合わせとステッチは細腹以外全て
のピースで同じ作業を行う。細腹はステッチがないの
で、中心で動かないようにしつけで止めておく。
各表生地ピースに裏生地がついたら、裏生地をよけ
て、表生地同士をそれぞれミシンで縫い合わせ、前中
心・前脇・細腹・後ろ身頃と一続きになった時点で、
トリミングをつける。
裏生地縫い代の前身頃の切り替えは前中心側、前後
とも脇布は細腹側に倒し、切り替えを縫い合わせる。
そのとき、中綴じではなく前身頃切り替えは上から７
cm下がったところからトリミングを含む裾から８～
９cm上まで、細腹はアームホールから、トリミング
を含む裾から８cm上まで表生地もところどころす
くってまつりとめてある。裾の始末が出来るように下
から８cm上までは裏生地だけで始末していると思わ
れる。
トリミングは長さを確認し、角をパターンの寸法で
ダーツ状に縫い合わせ準備をしておく。
前身頃先にバイアスの綿テープ（１cm幅）を０．８cm
身頃側にのせ、トリミング縫い合わせの時にミシンで
一緒に縫う。その後、ミシン糸１本取りでテープを千
鳥がけで身頃に止める。
トリミングと身頃の縫い代はアイロンで割り、両側
にコバミシンをかける。
トリミングの角はダーツ状に縫い、中心に切込みを
入れてアイロンで割り、割った縫い代はミシン糸１本
取りで千鳥がけをする。
５－４ 肩縫い
テープ幅の中心に縫い目が来るように前肩に綿バイ
アステープを乗せ、肩線の縫い合わせの時に一緒に縫
いとめる。
表生地縫い代はアイロンで割り、裏生地は後ろ側に
片返しして、しつけでとめておく。
表と裏生地身頃を整えて合わせ、衿ぐりとアーム
ホールの出来上がりに合わせてしつけをし、生地が動
かないように身頃側に斜めじつけでとめておく。
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図２６．身頃表生地と裏生地の合わせ
図２７．衿のしるし入れと縫い合わせ
図２８．衿の角と紺のモール入れ
図２９．衿付け
図３０．内袖の縫い合わせ
図３１．内袖の中綴じ
図３２．裏内袖のしつけ
衿ぐりは出来上がりの１mm縫い代側をミシン糸１
本取りで星止めする。
その後、多すぎる縫い代は切りそろえる。
５－５ 衿作りと衿付け
衿は表と裏衿がわ裁ちで裁断され、裏衿は短く表衿
と同寸になるように台衿がたて地で接ぎ合わせてあ
る。
台衿との接ぎ線は縫い代がアイロンで割られ、両側
にコバステッチが入っている。その後、左右のたて線
を裏側からミシンで縫い、アイロンで縫い代を割って
から、表に折り返す。
表に返した衿の端に一周、紺色のモールを表側から
入れる。
あらかじめ、多めの縫い代は切りそろえ、衿の付け
側は出来上がりにアイロンで折っておく。
身頃と衿は表裏ともに手でまつり止めてある。
身頃は裏側の台衿のところで折り山になるため、表
衿にゆとりをつける。その分量を確保するため、しつ
け糸で折り山線を斜めじつけでとめておき、表衿の付
けに少し段差を付けて裏衿より０．５mm程重ねてま
つっている。
最後に左衿付けから身頃にかけて一周、スカラップ
ステッチを入れて仕上げている。
５－６ 袖作り
袖のピースごとに裏生地と合わせてステッチを入
れ、内袖を縫い合わせた。内袖にはステッチがないた
めに、前外袖側に上から約３cm、袖口から約８cmの
間で縫い代にミシン糸（１本取り・針目１cm）で中
綴じをする。
裏生地の上側縫い代は縫い代を折り曲げて、しつけ
で止めておく。
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図３３．袖口トリミング（裏側） 図３４．袖口トリミング（表側）
図３５．袖口のボタンホール（裏側）
図３６．袖口のスカラップステッチ
図３７．前後外袖の縫い合わせと裏生地始末
図３８．袖口の開き始末
図３９．試作袖口の開き（裏側） 図４０．オリジナル袖口の開き
（裏側）
図４１．袖山のアイロン 図４２．袖の柄合わせ確認
袖口のトリミングは、ボタンホールのところは縫い
空け、角はダーツを縫って形に添わせる。アイロンで
縫い代を割った後、両側にコバステッチを入れる。
裏生地のボタンホールは切り込みを入れて、ミシン
糸１本取りでかがる。
トリミングの先に白のモール糸でスカラップステッ
チを入れる。
袖はアイロン処理をして形つけてから縫い合わせる
のが通常であるが、ツイードの形状が柔らかいもので
あったため、そのまま縫い合わせて裏生地は袖口開き
の上でダーツをとり、前側と縫い合わせて前振りの湾
曲した形にした。
袖口開き止まりから上の部分は表生地の縫い目をア
イロンで割り、裏生地を前袖側に片返しでまつる。
袖口の開きを図のように始末する。
袖口はきちんとした開きが出来ているが、開かない
ように袖口先の角をミシン糸１本とりで４～５針縫い
とめている。
５－７ 袖付け
袖つけの縫い代にはぐし縫いを縫ったあとはない
が、ツイードなのでミシン縫いの後で抜いてしまって
もわからないため、今回は袖山にしつけ糸２本取りで
２回、袖山に沿って０．３cm、さらに外側に０．３cm、縫
い代側にぐし縫いをした。アイロンで身頃のアーム
ホールと同寸になるように整えてから、柄に合わせて
ピン打ちをして、裏生地側からしつけをした。
ミシンは前身頃の裏生地のダーツ位置から縫い始
め、３cm位縫い重ねている。
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図４３．袖山のしつけ（裏側） 図４４．縫い代を切りそろえる
図４５．裏袖山をしつけする 図４６．裏袖山のまつり
図４７．袖の振り（試作） 図４８．袖の振り（オリジナル）
図４９．ポケットしるし入れ 図５０．トリミングのダーツ
図５１．トリミング付け 図５２．ポケット口の切り込み
図５３．ポケット完成（表） 図５４．ポケット完成（裏）
ミシンで縫った後、アームホールと袖山の縫い代は
アイロンで押さえ、表・裏生地とも一緒に上は１．２
cm、下は０．８cmに切りそろえる。
裏生地のアームホールはそのままミシン目の際をし
つけし、ミシン糸１本取りで細かくたてまつりで止め
る。裏地の縫い代は中綴じがされていず、裏袖山のま
つりがところどころアームホール縫い代まで止まって
いる。
ポケットをピンで留めて確認したところ、袖の振り
はほぼオリジナルと同じになった。
５－８ ポケット
ポケットはつけ位置を確認し、身頃と同じ柄になる
ように型紙にしるしを入れ、裁断する。
トリミングはポケット口の丸いカーブに合うように
ダーツをミシン糸１本取りで手縫いし、アイロンでつ
ぶし、出来上がりでアイロンして形を整えておく。
ポケット口にあわせて出来上がりに少しいせ込みな
がら、トリミングを載せる。しつけをしてミシン糸１
本取りでまつりとめる。
その後、切り込み位置ではさみを入れ、左右の縫い
代は裏側に倒す。
トリミング側にミシンでコバステッチをかける。
形を整え、トリミングの外回りにスカラップステッ
チを入れ、表より少し控えて、裏生地をミシン糸１本
取りでまつり止める。
本来はピースが小さい時点で作業を行うため、ダー
ツを縫った後、ポケットを作成するが、裏生地をライ
ナー代わりに裏打ちして留めているため、ポケットは
最後に身頃に止めつけている。袋布の周りは手で簡単
に縫われているだけで強度はない。デザイン性が強
く、見せかけで使用されていなかったと思われる。
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図５５．ポケット付け
図５６．ホックの巻き縫い 図５７．ホックの付け方
図５８．ホック左 図５９．ホック右
図６１．オリジナルボタン
の付け方
図６０．色付けしたボタン
図６２．試作ボタン付け完成
図６３．裏生地裾の始末 図６４．鎖付け
図６５．試作作品・右側面 図６６．試作作品・正面
５－９ 仕上げ
５－９－１ ホック付け
ホックは前身頃の上端に付けられているが、スプリ
ングホックをミシン糸１本取りでボタンホールステッ
チの巻きぬいをしてから、付けている。裏生地はその
部分開けたままになっている。
５－９－２ 袖口開きのボタン付け
ボタンは２つ穴で柄に合わせて着色されている。ボ
タン付けは、糸止めではなく０．４mmに裏生地を４つ
折りにしてまつり、ボタン穴に通して根元を結び、結
んだリボンの裁ち端を糸でかがっている。試作では裏
生地がオリジナルより厚かったため、同じ幅のサテン
リボンを使用した。袖開きは見せ掛けなので裏ボタン
などもなく、開け閉めする強度はない。
５－９－３ スカラップステッチと裾の鎖付け
オリジナルは右前衿付けの先から衿、左前、裾、右
前スカラップステッチに渡って一周続けてスカラップ
ステッチがトリミング先にされている。同じように試
作もモールを続けてトリミングし、最初と最後のモー
ル糸は衿付けの縫い代に入れて始末した。
裏生地の裾はゆとりを持って縫い代を折り曲げミシ
ン糸１本取りで、なみ縫いで軽くとめてある。その上
に錘となる喜平の鎖をミシン糸１本取りで、鎖の上下
を身頃に留め、ところどころ返し縫いをした。
完成
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図６７．試作作品・背面 図６８．試作作品・左側面
図６９．オリジナル・右側面 図７０．オリジナル・正面
図７１．オリジナル・背面 図７２．オリジナル・左側面
６．まとめ
オートクチュール作品の中で最も毛芯など作りこみ
のしっかりしたものと、その対極にある芯やパッドな
ど最も何も入れていない資料の作りを探るために今回
本資料を選んだ。前回は毛芯で立体造形として彫刻を
作るように作りこんでいき、生地も厚く動きが少ない
ため、着装者によって服のシルエットがあまり変化し
なかった。理想とするジャケットのシルエットを重視
する場合有効な作業であると感じられた。これに対し
今回のシャネルジャケットは着装者の身体に沿って立
体が形作られ、なおかつ胸のふくらみなど立体造形の
美しさは最小限の生地で留め付け、表現されていた。
また、着心地はとても軽く真綿でくるまれているよう
な感覚である。シャネルという女性のデザイナーの資
料でデザイナー自身もよく着装していたことからも着
心地のよさにこだわったデザインと言える。
簡単に作られているように見えるジャケットだが、
表生地はとてもいろいろな色糸で構成されたツイード
であり、裏生地はシルクを使用し、裏打ちの役割も果
たし、縫製の縫いとめ位置も作業の邪魔にならないよ
うに計算されている。いせ込みなどの処理で立体がき
れいでほっそりと見える。パターンも素材にあわせて
考えられ、縫製も無理なく作ることが出来た。時代を
経てもなお愛されるデザインである理由が理解でき
た。
オートクチュールであるため、ピースの縫い合わせ
以外はほとんど手縫いで仕立てられている。量産化は
難しいが、手縫い仕立てにより、少しずつゆとりを持
たせた縫い合わせ方が着心地のよさも生んでいると思
われる。
今後は「ファッション創造における芸術的技法の解
析研究」１）の資料としてスーツで購入したパンツにつ
いて調査する予定である。パターンだけではわからな
いアイロン処理の技術についてさらに研究していきた
いと思っている。
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